




さて、 阿部昭教授は、二○一三（平成二五）年三月 もって国士舘大学を退職されました。この「国士舘史学」第一八は、 教授の退任記念号になりなります。本記念号の発刊にあたり、阿部教授の本学就任からのお付き合いもり、借越ながら考古・日本史学専攻・日本史学会を代表し 教授の本学で 足跡を紹介しながらご挨拶を述べ阿部昭教授と国士舘
阿部助教授が就任された頃の国士舘大学は、過去の不祥事を乗り越え大学改革が進み始めた頃でした。当１
文学部考古・日本史学専攻教授佐々博雄
時の国史学専攻（現考古・日本史学専攻）は、教授二名専任講師二名で、なかなか新しい改革を進めるには、中堅となる教員がいない状態でした。そこで、阿部助教授は、まず専攻学生の立場からカリキュラム に取り組み、専攻内の履修体系の整理と新科目の設置を提案し実現しました。具体的には考古学科目の整理と、史料学関連科目の新設で、現在 専攻科目の骨格が出来上がりま た。その後、教授昇格後、専攻・教務主任を務め学部運営に努力し、さらに学部長に選出される 学部改革に積極的に取り組み が、残念ながら実現化はできませんでした。継いで、法人理事・常任理事に就任、大学全体経営 も関与 、国士舘福祉 門 校 廃校整理などを手掛けられました。また、国士舘百年史事業担当理事として国士舘 資料室を新設 初代資料室長を兼務され、現在も百年史編纂顧問・専門副委員長として活躍 て ます。
さらに、退職後は、学会委員や栃木県を中心とした文化財審議会委員・史跡調査整備委員などの公職に就かれ、
地域の文化行政にも貢献されています。
私共は、このような阿部先生の教育・研究に対する熱心な姿勢を見習い、今後、学生・院生の教育・研究に生かこのような阿部先坐今後とも、私共後輩へのご指導ご鞭捷をお願いするとともに、簡単ながら先生の足跡を述べさせていただき、感
謝の気持ちに換えさせていただきます。最後に これから 先生のご健康を心からお祈りいたしましてご挨拶とさせていただきます。していきたいと思っています。
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